
・水田除草機による除草作業を行いました （令和７年 6月 13 日掲載） 

除草剤に代わる除草法として、専用の機械による除草作業を実施しました。使用した
機械は、国の研究機関の「水稲有機栽培の手引き」でも紹介されている３輪タイプ 4条
用で除草部が運転席より前にあります。この記事では、除草の仕組みとうまくいかなか
った点を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
イネの条間はローターで田面を掻き起して雑草を浮かせます。イネの上（株間）は針金のよう

なもので土面を浅く左右にこすり、イネと比べ根の浅い雑草のみ浮かせます。雑草の根が深く
なると取除けないため、作業適期が大変重要になります。田植え後 7～10 日間隔で２、３回除
草作業が必要で、適期を逃すと株間の雑草が残ります。 

 



この水田は田植えから７日目の除草作業でしたが、代かきから田植えまで 7 日開いたため、
すでに雑草が多数発生していました。代かきから１４日後の除草となったため、条間は除草で
きましたが株間は残草が見られ、以後の蔓延が心配されます。１回目の除草作業は、代かき後
の日数が重要になりそうです。 

 
 
 
 
３輪で除草部が前にあるため操作しやすいですが、すでにイネが植えてあることから、除草

部の深さ調整や走行は慎重を要します。しかし、丁寧な作業を行っても、旋回部分や耕盤の凹
凸で除草機が傾くとイネに欠株が生じます。 

 
 

 今後も除草作業や当該水田の観察を続けて除草機の長所、短所を明らかにし、導入に向けて
の検討材料を蓄積していきます。 


